
(57)【要約】

　【課題】２つの電流センサで三相電流を検出する装置

において、１つの電流センサの検出値が０で固定された

場合に、電流センサの故障が発生したのか、電流供給ラ

インの短絡故障が発生して、実際の電流値が０になって

いるのかを判断する。

　【解決手段】第１の電流センサ８は、Ｕ相電流Ｉuと

Ｖ相電流Ｉvとの合計値を検出するとともに、第２の電

流センサ９は、Ｖ相電流ＩvとＷ相電流Ｉwとの合計値を

検出する。各相電流演算部１２は、第１の電流センサ８

および第２の電流センサ９の電流検出値に基づいて、三

相電流Ｉu，Ｉv，Ｉwを算出する。故障判定部１７は、

演算により求められた三相電流Ｉu，Ｉv，Ｉwの値に基

づいて、電流センサ８，９に故障が発生したのか、三相

の電流ラインに故障が発生したのかを判定する。

　【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 三 相 交 流 電 動 機 に 流 れ る 三 相 電 流 に 基 づ い て 、 各 相 の 電 流 ラ イ ン の 故 障 お よ び 電 流 検 出
手 段 の 故 障 の う ち の 少 な く と も 一 方 の 故 障 を 検 出 す る 機 能 を 備 え た 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流
検 出 装 置 に お い て 、
　 三 相 電 流 の う ち の 第 １ 相 電 流 値 お よ び 第 ２ 相 電 流 値 の 合 計 値 を 検 出 す る 第 １ の 電 流 検 出
手 段 と 、
　 前 記 第 １ 相 電 流 値 お よ び 前 記 第 ２ 相 電 流 値 の う ち の い ず れ か 一 方 の 電 流 値 と 、 第 ３ 相 電
流 値 と の 合 計 値 を 検 出 す る 第 ２ の 電 流 検 出 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 電 流 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 、 お よ び 、 前 記 第 ２ の 電 流 検 出 手 段
に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 に 基 づ い て 、 前 記 第 １ 相 電 流 値 、 前 記 第 ２ 相 電 流 値 、 お よ び 、
前 記 第 ３ 相 電 流 値 を そ れ ぞ れ 求 め る 演 算 手 段 と 、
　 前 記 演 算 手 段 に よ っ て 求 め ら れ る 前 記 第 １ 相 電 流 値 、 前 記 第 ２ 相 電 流 値 、 お よ び 、 前 記
第 ３ 相 電 流 値 に 基 づ い て 、 三 相 の う ち の 各 相 の 電 流 ラ イ ン の 故 障 、 前 記 第 １ の 電 流 検 出 手
段 の 故 障 、 前 記 第 ２ の 電 流 検 出 手 段 の 故 障 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 故 障 を 検 出 す る 故 障
検 出 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 に お い て 、
　 前 記 故 障 検 出 手 段 は 、 前 記 第 １ 相 電 流 値 、 前 記 第 ２ 相 電 流 値 、 お よ び 、 前 記 第 ３ 相 電 流
値 が 、 前 記 三 相 の う ち の い ず れ か 一 相 の 電 流 ラ イ ン の 故 障 が 生 じ た 場 合 の 電 流 値 を 所 定 時
間 以 上 そ れ ぞ れ 示 す と 、 そ の 電 流 ラ イ ン に 故 障 が 生 じ た と 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 故 障
検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 に お い て 、
　 前 記 故 障 検 出 手 段 は 、 前 記 第 １ 相 電 流 値 、 前 記 第 ２ 相 電 流 値 、 お よ び 、 前 記 第 ３ 相 電 流
値 が 、 前 記 第 １ の 電 流 検 出 手 段 ま た は 前 記 第 ２ の 電 流 検 出 手 段 が 故 障 し た 場 合 の 電 流 値 を
所 定 時 間 以 上 そ れ ぞ れ 示 す と 、 前 記 第 １ の 電 流 検 出 手 段 ま た は 前 記 第 ２ の 電 流 検 出 手 段 が
故 障 し た と 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 三 相 交 流 電 動 機 に 流 れ る 三 相 電 流 に 基 づ い て 、 各 相 の 電 流 ラ イ ン の 故 障 お よ
び 電 流 検 出 手 段 の 故 障 の う ち の 少 な く と も 一 方 の 故 障 を 検 出 す る 機 能 を 備 え た 三 相 交 流 電
動 機 の 電 流 検 出 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 三 相 交 流 電 動 機 に 流 れ る 三 相 電 流 を 検 出 す る た め に 、 電 流 検 出 器 を ２ つ 設 け て 、
二 相 の 電 流 値 を そ れ ぞ れ 検 出 し 、 三 相 の 電 流 値 の 和 が ０ に な る 原 理 に 基 づ い て 、 残 り 一 相
の 電 流 値 を 演 算 に よ っ て 求 め る 電 流 検 出 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ９ ９ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 電 流 検 出 装 置 で は 、 １ つ の 電 流 検 出 器 の 検 出 値 が ０ で 固 定 さ れ た
場 合 に 、 電 流 検 出 器 の 故 障 が 発 生 し た の か 、 電 流 供 給 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 発 生 し て 、 実 際
の 電 流 値 が ０ に な っ て い る の か を 判 断 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 は 、 第 １ の 電 流 検 出 手 段
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に よ っ て 、 三 相 電 流 の う ち の 第 １ 相 電 流 値 お よ び 第 ２ 相 電 流 値 の 合 計 値 を 検 出 す る と と も
に 、 第 ２ の 電 流 検 出 手 段 に よ っ て 、 第 １ 相 電 流 値 お よ び 第 ２ 相 電 流 値 の う ち の い ず れ か 一
方 の 電 流 値 と 、 第 ３ 相 電 流 値 と の 合 計 値 を 検 出 し 、 そ れ ぞ れ の 電 流 検 出 手 段 で 検 出 さ れ る
電 流 値 に 基 づ い て 、 三 相 電 流 値 を そ れ ぞ れ 求 め 、 求 め た 三 相 電 流 値 に 基 づ い て 、 三 相 の う
ち の 各 相 の 電 流 ラ イ ン の 故 障 、 第 １ の 電 流 検 出 手 段 の 故 障 、 第 ２ の 電 流 検 出 手 段 の 故 障 の
う ち の 少 な く と も 一 つ の 故 障 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 に よ れ ば 、 ２ つ の 電 流 検
出 手 段 に よ っ て そ れ ぞ れ 検 出 さ れ た 電 流 値 に 基 づ い て 、 三 相 電 流 値 を そ れ ぞ れ 求 め る 構 成
に よ り 、 １ つ の 電 流 検 出 手 段 の 検 出 値 が ０ で 固 定 さ れ た 場 合 で も 、 電 流 検 出 手 段 の 故 障 が
発 生 し た の か 、 電 流 供 給 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 発 生 し て 、 実 際 の 電 流 値 が ０ に な っ て い る の
か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 一 実 施 の 形 態 に お け る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 の シ ス
テ ム 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 以 下 で は 、 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 を ハ イ ブ リ ッ ド 自 動
車 に 適 用 し た 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 は 、 図 示 し な い エ ン ジ ン お よ
び ／ ま た は 三 相 交 流 電 動 機 ３ を 走 行 駆 動 源 と し て 、 図 示 し な い 車 輪 を 回 転 駆 動 さ せ る こ と
に よ っ て 走 行 す る 。 一 実 施 の 形 態 に お け る 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 は 、 目 標 電 流 指
令 部 １ と 、 制 御 部 ２ と 、 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ と 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ ９ と 、 第 １ の 電 流 検 出
部 １ ０ と 、 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ と 、 各 相 電 流 演 算 部 １ ２ と 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 検 出 部 １ ３
と 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 判 定 部 １ ４ と 、 ゲ イ ン 検 出 部 １ ５ と 、 ゲ イ ン 比 較 判 定 部 １ ６ と 、
故 障 判 定 部 １ ７ と 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 部 １ ８ と 、 減 算 器 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ と を 備
え る 。 た だ し 、 目 標 電 流 指 令 部 １ 、 制 御 部 ２ 、 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ 、 第 ２ の 電 流 検 出 部
１ １ 、 各 相 電 流 演 算 部 １ ２ 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 検 出 部 １ ３ 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 判 定 部 １ ４
、 ゲ イ ン 検 出 部 １ ５ 、 ゲ イ ン 比 較 判 定 部 １ ６ 、 故 障 判 定 部 １ ７ 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 部 １
８ 、 お よ び 、 減 算 器 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ は 、 演 算 処 理 装 置 内 部 で 行 わ れ る 演 算 処 理 機
能 を そ れ ぞ れ 表 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 目 標 電 流 指 令 部 １ は 、 運 転 者 の ア ク セ ル ペ ダ ル 操 作 量 に 応 じ た ト ル ク 指 令 値 、 お よ び 、
三 相 交 流 電 動 機 ３ の 回 転 速 度 等 に 基 づ い て 、 Ｕ 相 電 流 指 令 値 Ｉ ru， Ｖ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rv，
Ｗ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rwを 演 算 す る 。 減 算 器 １ ９ ａ ～ １ ９ ｃ は 、 目 標 電 流 指 令 部 １ で 演 算 さ れ
る Ｕ 相 ， Ｖ 相 ， Ｗ 相 の 電 流 指 令 値 と 、 後 述 す る 各 相 電 流 演 算 部 １ ２ で 求 め ら れ る Ｕ 相 ， Ｖ
相 ， Ｗ 相 の 電 流 値 と の 差 を そ れ ぞ れ 演 算 す る 。 制 御 部 ２ は 、 減 算 器 １ ９ ａ ～ １ ９ ｃ で そ れ
ぞ れ 演 算 さ れ る 電 流 指 令 値 と 電 流 検 出 値 と の 差 が ０ に な る よ う な 三 相 電 圧 指 令 値 を 演 算 し
て 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ の 各 相 コ イ ル に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ は 、 ホ ー ル 素 子 を 備 え て お り 、 Ｕ 相 電 流 Ｉ uと Ｖ 相 電 流 Ｉ vと を 加 算
し た 電 流 （ Ｉ u＋ Ｉ v） に 応 じ た 大 き さ の 電 圧 値 を 検 出 し て 、 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ に 出 力
す る 。 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ は 、 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ で 検 出 さ れ た 電 圧 値 を 電 流 値 （ Ｉ u
＋ Ｉ v） に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 電 流 セ ン サ ８ も ホ ー ル 素 子 を 備 え て お り 、 Ｖ 相 電 流 Ｉ vと 、 Ｗ 相 電 流 Ｉ wと を 加 算
し た 電 流 （ Ｉ v＋ Ｉ w） に 応 じ た 大 き さ の 電 圧 値 を 検 出 し て 、 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ に 出 力
す る 。 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ は 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ ９ で 検 出 さ れ た 電 圧 値 を 電 流 値 （ Ｉ v
＋ Ｉ w） に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 相 電 流 演 算 部 １ ２ は 、 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 、 お よ び 、 第
２ の 電 流 検 出 部 １ １ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 に 基 づ い て 、 Ｕ 相 電 流 Ｉ u， Ｖ 相 電 流 Ｉ v，
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Ｗ 相 電 流 Ｉ wを 求 め る 。 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 を ａ （ Ａ ） 、 第
２ の 電 流 検 出 部 １ １ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 を ｂ （ Ａ ） と す る と 、 次 式 （ １ ） ， （ ２ ）
の 関 係 が 成 り 立 つ 。
Ｉ u＋ Ｉ v＝ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
Ｉ v＋ Ｉ w＝ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
ま た 、 三 相 の 電 流 値 の 合 計 は ０ と な る こ と か ら 、 次 式 （ ３ ） の 関 係 が 成 り 立 つ 。
Ｉ u＋ Ｉ v＋ Ｉ w＝ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 各 相 電 流 は 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ に 流 れ 込 む 方 向 を 正 の 値 と し 、 第 １ の 電 流 検 出 部
１ ０ お よ び 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ で 検 出 さ れ る 電 流 値 も 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ に 流 れ 込 む 方
向 の 電 流 を 正 の 値 と し て 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 式 （ １ ） ～ （ ３ ） よ り 、 Ｕ 相 電 流 Ｉ u， Ｖ 相 電 流 Ｉ v， Ｗ 相 電 流 Ｉ wは 、 そ れ ぞ れ 次 式
（ ４ ） ～ （ ６ ） で 表 さ れ る 。
Ｉ u＝ － ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ）
Ｉ v＝ ａ ＋ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ５ ）
Ｉ w＝ － ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ６ ）
【 ０ ０ １ ４ 】
　 オ フ セ ッ ト 電 圧 検 出 部 １ ３ は 、 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ お よ び 第 ２ の 電 流 セ ン サ ９ の オ フ セ
ッ ト 電 圧 を 検 出 す る 。 こ こ で は 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ の 制 御 初 期 時 ま た は 制 御 終 了 時 に お い
て 、 目 標 電 流 指 令 部 １ や 制 御 部 ２ に 電 力 が 供 給 さ れ て い な い 状 態 、 す な わ ち 、 三 相 交 流 電
動 機 ３ に 電 流 が 流 れ て い な い 状 態 に お い て 、 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ に よ っ て 検 出 さ れ た 電 圧
値 α （ Ｖ ） 、 お よ び 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ ９ に よ っ て 検 出 さ れ た 電 圧 値 β （ Ｖ ） を オ フ セ ッ
ト 電 圧 と し て 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 判 定 部 １ ４ は 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 検 出 部 １ ３ で 検 出 さ れ た オ フ セ ッ ト
電 圧 α （ Ｖ ） お よ び β （ Ｖ ） が そ れ ぞ れ 許 容 規 格 値 範 囲 内 （ ± Ｖ offth内 ） に あ る か 否 か
を 判 定 す る 。 オ フ セ ッ ト 電 圧 α （ Ｖ ） お よ び β （ Ｖ ） が そ れ ぞ れ ± Ｖ offth内 に あ れ ば 、
オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 は 生 じ て い な い と 判 断 し 、 ± Ｖ offth内 に な け れ ば 、 オ フ セ ッ ト 電 圧
故 障 が 生 じ て い る と 判 断 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 部 １ ８ は 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 判 定 部 １ ４ に よ っ て オ フ セ ッ ト 電 圧
故 障 が 生 じ て い な い と 判 断 さ れ る と 、 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ で 検 出 さ れ る 電 圧 値 に － α （ Ｖ
） を 加 算 す る オ フ セ ッ ト 補 正 を 行 う と と も に 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ ９ で 検 出 さ れ る 電 圧 値 に
－ β （ Ｖ ） を 加 算 す る オ フ セ ッ ト 補 正 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 環 境 温 度 や 、 残 留 磁 束 に よ っ
て 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ の オ フ セ ッ ト 電 圧 が ０ と な っ て い な い 場 合 で も 、 正 確 な 電 流 値 を 検
出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ゲ イ ン 検 出 部 １ ５ は 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ の 制 御 初 期 時 ま た は 制 御 中 に お い て 、 目 標 電 流
指 令 部 １ か ら 出 力 さ れ る Ｖ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rvが ０ （ Ａ ） の と き の 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ に よ
っ て 検 出 さ れ る 電 圧 値 Ｖ ａ お よ び 第 ２ の 電 流 セ ン サ ９ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 圧 値 Ｖ ｂ を 加
算 し た 値 Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ の 絶 対 値 を ゲ イ ン と し て 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ゲ イ ン 比 較 判 定 部 １ ６ は 、 ゲ イ ン 検 出 部 １ ５ で 検 出 さ れ た ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定
の ゲ イ ン 許 容 電 圧 Ｖ g以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 理 論 的 に は 、 Ｖ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rvが
０ （ Ａ ） の と き の ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ は ０ と な る は ず で あ る 。 図 ２ は 、 各 相 ラ イ ン の 通
電 電 流 と ゲ イ ン の 変 動 範 囲 と の 関 係 、 お よ び 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 の 許 容 規 格 値 範 囲 を 示 す 図
で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 通 電 電 流 が 大 き く な る ほ ど 、 ゲ イ ン の 変 動 範 囲 は 大 き く な る
。 な お 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ の 最 大 定 格 電 流 は ５ ０ ０ （ Ａ ） と し 、 最 大 定 格 電 流 ５ ０ ０ （ Ａ
） 通 電 時 に 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ は ＋ ５ （ Ｖ ） を 出 力 し 、 － ５ ０ ０ （ Ａ ） 通 電 時 に － ５ （ Ｖ
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） を 出 力 す る も の と す る 。 ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定 の ゲ イ ン 許 容 電 圧 Ｖ gよ り 大 き い
場 合 に は 、 電 流 セ ン サ ８ ま た は 電 流 セ ン サ ９ に 故 障 が 生 じ て い る と 判 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 電 流 セ ン サ ８ お よ び ９ の 故 障 判 定 を 行 う と と も に 、 Ｕ 相 ラ イ ン 、 Ｖ
相 ラ イ ン お よ び Ｗ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 判 定 を 行 う 。 初 め に 、 Ｕ 相 ラ イ ン に 短 絡 故 障 が 生 じ
て 、 Ｉ u＝ ０ （ Ａ ） と な っ た 場 合 に つ い て 考 察 す る 。 こ の 場 合 、 三 相 電 流 の 合 計 値 は ０ と
な ら ず 、 式 （ １ ） ， （ ２ ） よ り 、 Ｖ 相 電 流 Ｉ vお よ び Ｗ 相 電 流 Ｉ wは 、 次 式 （ ７ ） の よ う に
な る 。
Ｉ v＝ ａ ， Ｉ w＝ ｂ － ａ 　 　 　 　 　 　 　 （ ７ ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 Ｖ 相 ラ イ ン に 短 絡 故 障 が 生 じ て 、 Ｉ v＝ ０ （ Ａ ） と な っ た 場 合 に つ い て 考 察 す る
。 こ の 場 合 も 三 相 電 流 の 合 計 値 は ０ と な ら ず 、 式 （ １ ） ， （ ２ ） よ り 、 Ｕ 相 電 流 Ｉ uお よ
び Ｗ 相 電 流 Ｉ wは 、 次 式 （ ８ ） の よ う に な る 。
Ｉ u＝ ａ ， Ｉ w＝ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 （ ８ ）
【 ０ ０ ２ １ 】
　 最 後 に 、 Ｗ 相 ラ イ ン に 短 絡 故 障 が 生 じ て 、 Ｉ w＝ ０ （ Ａ ） と な っ た 場 合 に つ い て 考 察 す
る 。 こ の 場 合 も 三 相 電 流 の 合 計 値 は ０ と な ら ず 、 式 （ １ ） ， （ ２ ） よ り 、 Ｕ 相 電 流 Ｉ uお
よ び Ｖ 相 電 流 Ｉ Vは 、 次 式 （ ９ ） の よ う に な る 。
Ｉ u＝ ａ － ｂ ， Ｉ v＝ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 （ ９ ）
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 Ｕ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生 じ た 場 合 に 、 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ で 検 出 さ れ る 電
流 値 （ Ｉ u＋ Ｉ v） 、 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ で 検 出 さ れ る 電 流 値 （ Ｉ v＋ Ｉ w） と と も に 、 三
相 電 流 値 Ｉ u， Ｉ v， Ｉ wを 示 す 図 で あ る 。 短 絡 故 障 が 生 じ る 前 の 各 相 の 電 流 値 は 、 式 （ ４
） ～ （ ６ ） で 表 さ れ る 値 と な っ て い る が 、 時 刻 Ｔ u1に お い て 、 Ｕ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生
じ る と 、 各 相 の 電 流 値 は 、 上 式 （ ７ ） の よ う に な る 。 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ ７ ） の 関 係
が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 す る と 、 Ｕ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 発 生 し た と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は 、 Ｖ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生 じ た 場 合 に 、 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ で 検 出 さ れ る 電
流 値 （ Ｉ u＋ Ｉ v） 、 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ で 検 出 さ れ る 電 流 値 （ Ｉ v＋ Ｉ w） と と も に 、 三
相 電 流 値 Ｉ u， Ｉ v， Ｉ wを 示 す 図 で あ る 。 時 刻 Ｔ v1に お い て 、 Ｖ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生
じ る と 、 各 相 の 電 流 値 は 、 上 式 （ ８ ） の よ う に な る 。 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ ８ ） の 関 係
が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 す る と 、 Ｖ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 発 生 し た と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は 、 Ｗ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生 じ た 場 合 に 、 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ で 検 出 さ れ る 電
流 値 （ Ｉ u＋ Ｉ v） 、 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ で 検 出 さ れ る 電 流 値 （ Ｉ v＋ Ｉ w） と と も に 、 三
相 電 流 値 Ｉ u， Ｉ v， Ｉ wを 示 す 図 で あ る 。 時 刻 Ｔ w1に お い て 、 Ｗ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生
じ る と 、 各 相 の 電 流 値 は 、 上 式 （ ９ ） の よ う に な る 。 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ ９ ） の 関 係
が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 す る と 、 Ｗ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 発 生 し た と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 続 い て 、 各 相 の 電 流 ラ イ ン は 正 常 で あ る が 、 電 流 セ ン サ ８ に 故 障 が 生 じ て 、 第 １ の 電 流
検 出 部 １ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 が ０ （ Ａ ） で 張 り 付 い た 場 合 に つ い て 考 察 す る 。 こ
の 場 合 の 各 相 の 電 流 値 は 、 式 （ ４ ） ～ （ ６ ） よ り 、 次 式 （ １ ０ ） の よ う に な る 。
Ｉ u＝ － ｂ ， Ｉ v＝ ｂ ， Ｉ w＝ ０ 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ０ ）
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 電 流 セ ン サ ８ に 故 障 が 生 じ て 、 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流
値 が ０ （ Ａ ） で 張 り 付 い た 場 合 の 各 相 の 電 流 値 、 お よ び 、 第 １ ， 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ ０ ，
１ １ で そ れ ぞ れ 検 出 さ れ る 電 流 値 を 示 す 図 で あ る 。 時 刻 Ｔ aに お い て 、 第 １ の 電 流 検 出 部
１ ０ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 が ０ （ Ａ ） で 張 り 付 く と 、 各 相 の 電 流 値 は 、 上 式 （ １ ０ ）
の よ う に な る 。 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ １ ０ ） の 関 係 が 所 定 時 間 Ｔ ２ 以 上 継 続 す る と 、 第
１ の 電 流 セ ン サ ８ に 故 障 が 発 生 し た と 判 定 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 各 相 の 電 流 ラ イ ン は 正 常 で あ る が 、 電 流 セ ン サ ９ に 故 障 が 生 じ て 、 第 ２ の 電 流 検
出 部 １ １ に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値 が ０ （ Ａ ） で 張 り 付 い た 場 合 の 各 相 の 電 流 値 は 、 式 （
４ ） ～ （ ６ ） よ り 、 次 式 （ １ １ ） の よ う に な る 。
Ｉ u＝ ０ ， Ｉ v＝ ａ ， Ｉ w＝ － ａ 　 　 　 　 　 　 　 （ １ １ ）
故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ １ １ ） の 関 係 が 所 定 時 間 Ｔ ２ 以 上 継 続 す る と 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ
９ に 故 障 が 発 生 し た と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ お よ び 図 ８ は 、 一 実 施 の 形 態 に お け る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出
装 置 に よ っ て 行 わ れ る 処 理 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 示 し な い イ グ ニ ッ シ ョ ン
ス イ ッ チ が オ ン さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ の 処 理 が 開 始 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 三
相 交 流 電 動 機 ３ に 駆 動 力 が 伝 達 し な い よ う に 、 駆 動 輪 （ 不 図 示 ） と の 間 を 接 続 ／ 遮 断 す る
ク ラ ッ チ （ 不 図 示 ） を 切 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ で は 、 電 流 セ ン サ
８ ， ９ の オ フ セ ッ ト 電 圧 を 検 出 す る た め に 、 主 回 路 の 電 源 、 す な わ ち 、 目 標 電 流 指 令 部 １
お よ び 制 御 部 ２ の 電 源 を オ フ に し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ で は 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 検 出 部 １ ３ に よ っ て 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ の オ フ セ
ッ ト 電 圧 α （ Ｖ ） ， β （ Ｖ ） を そ れ ぞ れ 検 出 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ４
０ に お い て 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 判 定 部 １ ４ は 、 電 流 セ ン サ ８ の オ フ セ ッ ト 電 圧 α の 絶 対
値 が 所 定 の 許 容 規 格 値 Ｖ aoffth以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 オ フ セ ッ ト 電 圧 α の 絶 対 値
が 所 定 の 許 容 規 格 値 Ｖ aoffthよ り 大 き い と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に 進 み 、 電 流 セ
ン サ ８ に オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 が 生 じ て い る と 判 断 す る 。 一 方 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 α の 絶 対 値
が 所 定 の 許 容 規 格 値 Ｖ aoffth以 下 で あ る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ に お い て 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 判 定 部 １ ４ は 、 電 流 セ ン サ ９ の オ フ セ ッ
ト 電 圧 β の 絶 対 値 が 所 定 の 許 容 規 格 値 Ｖ boffth以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 オ フ セ ッ ト
電 圧 β の 絶 対 値 が 所 定 の 許 容 規 格 値 Ｖ boffthよ り 大 き い と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０
に 進 み 、 電 流 セ ン サ ９ に オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 が 生 じ て い る と 判 断 す る 。 一 方 、 オ フ セ ッ ト
電 圧 β の 絶 対 値 が 所 定 の 許 容 規 格 値 Ｖ boffth以 下 で あ る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に
進 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に お い て 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 部 １ ８ は 、 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ の オ フ セ
ッ ト 補 正 を 行 う た め の 電 圧 値 と し て 、 － α （ Ｖ ） を 設 定 す る と と も に 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ
９ の オ フ セ ッ ト 補 正 を 行 う た め の 電 圧 値 と し て 、 － β （ Ｖ ） を 設 定 す る 。 す な わ ち 、 第 １
の 電 流 セ ン サ ８ で 検 出 さ れ る 電 圧 値 に は 、 － α （ Ｖ ） が 加 算 さ れ る オ フ セ ッ ト 補 正 が 行 わ
れ る と と も に 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ ９ で 検 出 さ れ る 電 圧 値 に は 、 － β （ Ｖ ） が 加 算 さ れ る オ
フ セ ッ ト 補 正 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に 続 く ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ で は 、 主 回 路 の 電 源 、 す な わ ち 、 目 標 電 流 指 令 部
１ お よ び 制 御 部 ２ の 電 源 を オ ン に し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ に お い て
、 目 標 電 流 指 令 部 １ は 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ の ゲ イ ン 異 常 判 定 を 行 う た め に 、 Ｕ 相 電 流 指 令
値 Ｉ ruを ５ ０ ０ （ Ａ ） 、 Ｖ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rvを ０ （ Ａ ） 、 Ｗ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rwを － ５ ０ ０
（ Ａ ） と す る 指 令 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ に 続 く ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ に お い て 、 ゲ イ ン 比 較 判 定 部 １ ６ は 、 ゲ イ ン 検 出
部 １ ５ で 検 出 さ れ る ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定 の ゲ イ ン 許 容 電 圧 Ｖ g以 下 で あ る か 否 か
を 判 定 す る 。 ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定 の ゲ イ ン 許 容 電 圧 Ｖ gよ り 大 き い と 判 定 す る と
、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ に 進 み 、 電 流 セ ン サ ８ ま た は ９ に 故 障 （ ゲ イ ン 異 常 ） が 生 じ て い る と
判 断 す る 。 一 方 、 ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定 の ゲ イ ン 許 容 電 圧 Ｖ g以 下 で あ る と 判 定 す
る と 、 ゲ イ ン 異 常 は 発 生 し て い な い と 判 断 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ １
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０ ０ で は 、 図 示 し な い ク ラ ッ チ を 接 続 し て 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ に 駆 動 力 が 伝 達 で き る 状 態
と す る 。 こ れ に よ り 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ の 通 常 制 御 が 開 始 さ れ る 。 図 示 し な い ク ラ ッ チ を
接 続 す る と 、 図 ８ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト の ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に お い て 、 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ ７ ） の 関 係 、 す な わ ち 、 Ｖ 相 電 流
Ｉ vお よ び Ｗ 相 電 流 Ｉ wが Ｉ v＝ ａ ， Ｉ w＝ ｂ － ａ と な る 状 態 が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 し た か
否 か を 判 定 す る 。 式 （ ７ ） の 関 係 が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 し た と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ
２ ４ ０ に 進 み 、 Ｕ 相 ラ イ ン に 短 絡 故 障 が 生 じ た と 判 断 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ の 判
定 を 否 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ に お い て 、 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ ８ ） の 関 係 、 す な わ ち 、 Ｕ 相 電 流
Ｉ uお よ び Ｗ 相 電 流 Ｉ wが Ｉ u＝ ａ ， Ｉ w＝ ｂ と な る 状 態 が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 し た か 否 か
を 判 定 す る 。 式 （ ８ ） の 関 係 が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 し た と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５
０ に 進 み 、 Ｖ 相 ラ イ ン に 短 絡 故 障 が 生 じ た と 判 断 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ の 判 定 を
否 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ に お い て 、 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ ９ ） の 関 係 、 す な わ ち 、 Ｕ 相 電 流
Ｉ uお よ び Ｖ 相 電 流 Ｉ vが Ｉ u＝ ａ － ｂ ， Ｉ v＝ ｂ と な る 状 態 が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 し た か
否 か を 判 定 す る 。 式 （ ９ ） の 関 係 が 所 定 時 間 Ｔ １ 以 上 継 続 し た と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ
２ ６ ０ に 進 み 、 Ｗ 相 ラ イ ン に 短 絡 故 障 が 生 じ た と 判 断 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ の 判
定 を 否 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ に お い て 、 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ １ ０ ） の 関 係 、 す な わ ち 、 各 相 の
電 流 値 が Ｉ u＝ － ｂ ， Ｉ v＝ ｂ ， Ｉ w＝ ０ と な る 状 態 が 所 定 時 間 Ｔ ２ 以 上 継 続 し た か 否 か を
判 定 す る 。 式 （ １ ０ ） の 関 係 が 所 定 時 間 Ｔ ２ 以 上 継 続 し た と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ７
０ に 進 み 、 電 流 セ ン サ ８ に 故 障 が 生 じ た と 判 断 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ の 判 定 を 否
定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ０ に お い て 、 故 障 判 定 部 １ ７ は 、 式 （ １ １ ） の 関 係 、 す な わ ち 、 各 相 の
電 流 値 が Ｉ u＝ ０ ， Ｉ v＝ ａ ， Ｉ w＝ － ａ と な る 状 態 が 所 定 時 間 Ｔ ２ 以 上 継 続 し た か 否 か を
判 定 す る 。 式 （ １ １ ） の 関 係 が 所 定 時 間 Ｔ ２ 以 上 継 続 し た と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８
０ に 進 み 、 電 流 セ ン サ ９ に 故 障 が 生 じ た と 判 断 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ０ の 判 定 を 否
定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ に お い て 、 目 標 電 流 指 令 部 １ は 、 ト ル ク 指 令 値 、 お よ び 、 三 相 交 流 電
動 機 ３ の 回 転 速 度 等 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 各 相 電 流 指 令 値 の う ち 、 Ｖ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rvが
０ （ Ａ ） で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 Ｖ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rvが ０ （ Ａ ） で あ る と 判 定 す る と 、
ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ に 進 み 、 Ｖ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rvが ０ （ Ａ ） で は な い と 判 定 す る と 、 ス テ ッ
プ Ｓ ２ １ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ に お い て 、 ゲ イ ン 比 較 判 定 部 １ ６ は 、 ゲ イ ン 検 出 部 １ ５ で 検 出 さ れ る
ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定 の ゲ イ ン 許 容 電 圧 Ｖ g以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ こ で
は 、 Ｕ 相 電 流 指 令 値 Ｉ ruは ５ ０ ０ （ Ａ ） で は な く 、 ま た 、 Ｗ 相 電 流 指 令 値 Ｉ rwは － ５ ０ ０
（ Ａ ） で は な い が 、 こ の 場 合 も 、 ｜ Ｉ u｜ ＝ ｜ Ｉ w｜ 、 す な わ ち 、 ｜ ａ ｜ ＝ ｜ ｂ ｜ が 成 立 し
て い る の で 、 ゲ イ ン 異 常 判 定 を 行 う こ と が で き る 。 ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定 の ゲ イ ン
許 容 電 圧 Ｖ gよ り 大 き い と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ ０ に 進 み 、 電 流 セ ン サ ８ ま た は ９
に 故 障 （ ゲ イ ン 異 常 ） が 生 じ て い る と 判 断 す る 。 一 方 、 ゲ イ ン ｜ Ｖ ａ ＋ Ｖ ｂ ｜ が 所 定 の ゲ
イ ン 許 容 電 圧 Ｖ g以 下 で あ る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ で は 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ の 制 御 が 終 了 か 否 か を 判 定 す る 。 図 示 し な い
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イ グ ニ ッ シ ョ ン ス イ ッ チ が オ フ さ れ て 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ の 制 御 が 終 了 で あ る と 判 定 す る
と ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ０ に 進 み 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン ス イ ッ チ が オ フ さ れ て お ら ず 、 制 御 を 継 続 す
る と 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ に 戻 っ て 、 上 述 し た 各 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 判 定 、 お よ
び 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ の 故 障 判 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ０ で は 、 三 相 交 流 電 動 機 ３ に 駆 動 力 が 伝 達 し な い よ う に 、 図 示 し な い ク
ラ ッ チ を 切 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ０ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ０ で は 、 主 回 路 の 電 源 、 す な
わ ち 、 目 標 電 流 指 令 部 １ お よ び 制 御 部 ２ の 電 源 を オ フ に し て 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト の 制 御 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 実 施 の 形 態 に お け る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 に よ れ ば 、 電 流
セ ン サ を ２ つ 設 け 、 第 １ の 電 流 セ ン サ に よ っ て 、 第 １ 相 電 流 値 お よ び 第 ２ 相 電 流 値 の 合 計
値 を 検 出 す る と と も に 、 第 ２ の 電 流 セ ン サ に よ っ て 、 第 １ 相 電 流 値 お よ び 第 ２ 相 電 流 値 の
う ち の い ず れ か 一 方 の 電 流 値 と 、 第 ３ 相 電 流 値 と の 合 計 値 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 値 に 基
づ い て 、 第 １ 相 電 流 値 、 第 ２ 相 電 流 値 、 お よ び 、 第 ３ 相 電 流 値 を 求 め る 。 こ の 電 流 検 出 装
置 に よ れ ば 、 演 算 に よ っ て 求 め た 第 １ 相 電 流 値 、 第 ２ 相 電 流 値 、 お よ び 、 第 ３ 相 電 流 値 の
う ち 、 １ つ の 電 流 値 が ０ で 固 定 さ れ た 場 合 に 、 各 相 電 流 値 の 値 に 基 づ い て 、 電 流 供 給 ラ イ
ン に 故 障 が 生 じ た の か 、 電 流 セ ン サ に 故 障 が 生 じ た の か を 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 流 供 給 ラ イ ン に 故 障 が 生 じ た の か 、 電 流 セ ン サ に 故 障 が 生 じ た の か を 判 定 す る た め に
、 電 流 セ ン サ を 各 相 ご と に 設 け る 方 法 も 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 、 電 流 セ ン サ を ３ つ
設 け る こ と か ら 、 装 置 全 体 の コ ス ト が 増 大 す る と い う 問 題 が 生 じ る 。 こ れ に 対 し て 、 一 実
施 の 形 態 に お け る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 に よ れ ば 、 ２ つ の 電 流
セ ン サ を 設 け る だ け で 、 電 流 供 給 ラ イ ン に 故 障 が 生 じ た の か 、 電 流 セ ン サ に 故 障 が 生 じ た
の か を 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 各 相 の 電 流 の 位 相 は そ れ ぞ れ １ ２ ０ ° ず れ て い る の で 、 二 相 の 電 流 値 を 合 計 し た
時 の 最 大 電 流 値 は 、 一 相 の 最 大 電 流 値 と 同 じ と な る 。 従 っ て 、 二 相 の 電 流 値 を そ れ ぞ れ 検
出 し て 、 残 り の 一 相 の 電 流 値 を 演 算 に よ り 求 め る 従 来 の 電 流 検 出 装 置 で 用 い る 電 流 セ ン サ
に 対 し て 、 最 大 定 格 電 流 を 大 き く す る 必 要 も な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 一 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 例 え ば 、 上 述 し た 説 明 で は
、 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 を ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 に 適 用 し た 例 を 挙 げ た が 、 電 気 自
動 車 に 適 用 す る こ と も で き る し 、 車 両 以 外 の 他 の シ ス テ ム に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ２ つ の 電 流 セ ン サ に よ り 検 出 す る 電 流 値 は 、 （ Ｉ u＋ Ｉ v） と （ Ｉ v＋ Ｉ w） の 組 み 合 わ せ
に 限 ら れ る こ と は な く 、 （ Ｉ u＋ Ｉ v） と （ Ｉ u＋ Ｉ w） の 組 み 合 わ せ で も よ い し 、 （ Ｉ u＋
Ｉ w） と （ Ｉ v＋ Ｉ w） の 組 み 合 わ せ と し て も よ い 。 い ず れ の 組 み 合 わ せ に お い て も 、 演 算
に よ っ て 、 各 相 の 電 流 値 Ｉ u， Ｉ v， Ｉ wを 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 イ ン ジ ケ ー タ を 備 え る よ う に し て 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ の 故 障 、 ま た は 、 電 流 ラ イ
ン の 故 障 を 検 出 し た 時 に 、 故 障 が 発 生 し て い る こ と を 報 知 す る よ う に し て も よ い 。 上 述 し
た よ う に 、 電 流 セ ン サ ８ ， ９ の 故 障 、 お よ び 、 電 流 ラ イ ン の 故 障 を 区 別 し て 検 出 す る こ と
が で き る の で 、 こ れ ら の 故 障 を 区 別 で き る 形 で 報 知 で き る よ う に す れ ば 、 ユ ー ザ の 利 便 性
は さ ら に 高 く な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 特 許 請 求 の 範 囲 の 構 成 要 素 と 一 実 施 の 形 態 の 構 成 要 素 と の 対 応 関 係 は 次 の 通 り で あ る 。
す な わ ち 、 第 １ の 電 流 セ ン サ ８ お よ び 第 １ の 電 流 検 出 部 １ ０ が 第 １ の 電 流 検 出 手 段 を 、 第
２ の 電 流 セ ン サ ９ お よ び 第 ２ の 電 流 検 出 部 １ １ が 第 ２ の 電 流 検 出 手 段 を 、 各 相 電 流 演 算 部
１ ２ が 演 算 手 段 を 、 故 障 判 定 部 １ ７ が 第 １ の 故 障 検 出 手 段 お よ び 第 ２ の 故 障 検 出 手 段 を そ
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れ ぞ れ 構 成 す る 。 な お 、 以 上 の 説 明 は あ く ま で 一 例 で あ り 、 発 明 を 解 釈 す る 上 で 、 上 記 の
実 施 形 態 の 構 成 要 素 と 本 発 明 の 構 成 要 素 と の 対 応 関 係 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 一 実 施 の 形 態 に お け る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 の シ ス テ
ム 構 成 を 示 す 図
【 図 ２ 】 各 相 ラ イ ン の 通 電 電 流 と ゲ イ ン の 変 動 範 囲 と の 関 係 、 お よ び 、 オ フ セ ッ ト 電 圧 の
許 容 規 格 値 範 囲 を 示 す 図
【 図 ３ 】 Ｕ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生 じ た 場 合 の 検 出 電 流 値 、 お よ び 、 各 相 の 電 流 値 を そ れ
ぞ れ 示 す 図
【 図 ４ 】 Ｖ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生 じ た 場 合 の 検 出 電 流 値 、 お よ び 、 各 相 の 電 流 値 を そ れ
ぞ れ 示 す 図
【 図 ５ 】 Ｗ 相 ラ イ ン の 短 絡 故 障 が 生 じ た 場 合 の 検 出 電 流 値 、 お よ び 、 各 相 の 電 流 値 を そ れ
ぞ れ 示 す 図
【 図 ６ 】 第 １ の 電 流 セ ン サ に 故 障 が 生 じ て 、 第 １ の 電 流 検 出 部 に よ っ て 検 出 さ れ る 電 流 値
が ０ （ Ａ ） で 張 り 付 い た 場 合 の 検 出 電 流 値 、 お よ び 、 各 相 の 電 流 値 を そ れ ぞ れ 示 す 図
【 図 ７ 】 一 実 施 の 形 態 に お け る 故 障 検 出 機 能 付 き 三 相 交 流 電 動 機 の 電 流 検 出 装 置 に よ っ て
行 わ れ る 処 理 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 に 続 く 処 理 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ … 目 標 電 流 指 令 部 、 ２ … 制 御 部 、 ３ … 三 相 交 流 電 動 機 、 ８ … 第 １ の 電 流 セ ン サ 、 ９ … 第
２ の 電 流 セ ン サ ９ 、 １ ０ … 第 １ の 電 流 検 出 部 、 １ １ … 第 ２ の 電 流 検 出 部 、 １ ２ … 各 相 電 流
演 算 部 、 １ ３ … オ フ セ ッ ト 電 圧 検 出 部 、 １ ４ … オ フ セ ッ ト 電 圧 故 障 判 定 部 、 １ ５ … ゲ イ ン
検 出 部 、 １ ６ … ゲ イ ン 比 較 部 、 １ ７ … 故 障 判 定 部 、 １ ８ … オ フ セ ッ ト 電 圧 補 正 部 、 １ ９ ａ
， １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ … 減 算 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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